
• 附属坂出学園に関係する幅広い教育人材や人と
のつながりを活用し、課題を縮小させたい。

• 様々な人（子供・保護者・教職員・卒業生・地
域の人）との関わり合いにより、互いの豊かさ
を追求しようとする生涯学習の基盤を創りたい。

• 人との関わりや地域の良さを感じ、将来、地域
の発展に貢献できる人材となる子どもの育成を
図りたい。

人が集まり、将来の地域人材を育てる
地域文化創生の核となる学校へ
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様々な課題

空洞化
教育力低下
子育て不安

防災対策
の必要性

人との
つながり
の希薄化

教員の
負担感
多忙感

教育人材
の不足

多様な子供
の増加

社会

少子高齢化
家庭環境の
変化

やりがい
の希薄化

地域・家庭 学校・子供
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幼・小・中 特
ＰＴＡ（親和会）
特支関係団体

附属広域コミュニティセンター
（チーフ・コーディネーター）

・校園長（３名）、副校園長（３名）

・香川大学学部長、副学部長

・義務教育課長 ・西部教育事務所長

・坂出市教育長 ・県センター所長

教育委員会との協議会

附属坂出学園コミュニティ推進委員会（月１回）

〈学校支援部会（幼・小・中）〉
・松韻会役員 ・副校長、教頭
・おたすけサポーターず

〈生涯学習部会（幼・小・中）〉
・松韻会役員 ・副校長、教頭
・お話ママーず ・JR親の会

・松風会 ・後援会 ・松楠会 ・香川大学 ・地域企業 ・学園地区自治会 ・坂出市
・同窓会 ・地域企業 など

３

地域コミュニティとの協議会

・校園長（３名）、副校園長（３名）、教頭（２名）

・学園地区自治会長 ・松韻会会長 ・後援会会長

・同窓会会長 ・松香会会長 ・地域企業代表



5

附属坂出学園コミュニティスクールの理念
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附属坂出学園コミュニティスクールの理念



〈ネットワークの組織化と広がり〉 ～「人のつながり」を生かした教育人材の活用～

＜小： 社会工場見学（協同食品）＞

＜幼：（ママーず）＞
＜幼：遊び（坂高生）＞

＜幼： ：心も身体も嬉しい給食＞

＜小：（坂高生）＞

＜中：CAN学習への参加（坂高生）＞

＜中：地域のお年寄りに学ぶ＞＜中：きもの着方教室（着物推進会）＞

＜小中：キャリア学習（保護者）＞

幼小中合同PTA 坂出高校
地域関係機関

＜小：いじめ防止教室（保護者）＞

＜幼小中合同学校メンテナンス＞ ＜中：高校生が実習生の授業を参観＞

＜中：ＣＡＮ活動の学び（市役所）＞ ＜中：ＣＡＮ活動の学び（保育所）＞

＜小： 薬物乱用防止教室＞

＜幼 ：獅子舞（横津獅子保存会＞



＜中：財政教育（財務省）＞＜中：キャリア学習（大学教授）＞

香川大学 省庁等

教育人材開発 （附属特別支援学校の協育）

府中小学校

町ボランティア

地元企業 坂出警察

＜交流学習（府中小学生）＞

＜マーケット（地域の方々）＞ ＜ふれあい祭り（町ボランティア）＞ ＜七夕集会（民間ボランティア）＞

＜現場実習＞ ＜自転車教室＞

＜小：インターンシップ型実習（学生）＞ ＜中：社会科（公正取引委員会）＞

同窓会

＜小：松尾豊氏講演（卒業生）＞

＜中：佐藤勝彦氏講演（卒業生）＞ ＜中：CAN学習に協力＞

地域の方々 お話ポケットさん

６

地元企業

（附属特別支援学校との協育）

＜小学校と＞

＜中学校と＞ ＜４校園合同＞
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